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八十八夜を明日に迎へた五月一凱雲量10花曇わだとこの地方でよぶ、をん鱒わした第四校
暗。子供達の数多い硯線を感じながら、放踵を教卓の上に取り出して扱榎浸けの皐習忙とりか
かる。

～′

、苗代に蒔く前にどんな事をしますか。子供達の馨手に答を開くと、■
1水につけます。　　　　　　　3　袋笹入れて川につけます。

2　軽水につけます。　　　　　4　風呂の湯につけます0
皆水匿つけるんですかと一見が聞き正すと、よい叛種を選り別けるためですとはぢき返す。

風呂水につけるとレふのほほんとですか。はい．僕の豪で時早く芽を出させる雷につけられま
すと應答する．
水やJ巾こなぜ浸けるんでせう．隈の前につき出た拳手は
l　早く芽を出させる葛です。

2　蒔いてから早く芽が出んと雀が食ひます。
3　水につけた方が芽を出すのか揃ひます。

■4　種が芽を出すのに水分が入るからです。

と元気に答へる。此庭で私はくんで来たコップの水に寒暖計を入れながら・十五度ですき謹
みあげる子供の聾につづけて、この水に浸けてゐると芽を伸して乗る白水につけると枝圧の中
の芽が鱒を醒ます0すぼらしい活動を始めだす0草して伸び上？てくる。▲さ＿うするとこの水は
大挙なカを持ってゐるものですねと、右手に取り上げたコップの水に覗練を集めつつ、不可思
議な紳疎さにしげしげと見入った。

嘩校ではコップにこの粗槙をつける事にしませう。毎日水を取拍ゝへるのと、ずつとほ？て
ぬくのとどちらにしませうか。

1毎日水をと柏かへた方がよいと思ひます。さうせんと桂が慣わます。
2　時々水はかへたらよいと思ひます。そのわけは水が卦たくなわ泡ぎぬから早く芽が出
．ると思、ひ皇す。

‾さうでせうか。これは一つしらべてみませう。これ研究すると、川と樽に浸けた場合どち
らがよいかといふ事、樺につけた時水をかへるかかへないかなどの事がよくわかりますから。
（同数の紋様を水につけた二つのコップを用意し、一方は毎日水をと打かへ、他方は水をと少
かへないで比較隈寮をする事にした。）

芽が出ると言ふんだが、どこから出るでせうか。－一粒を左手の指先で靭ながら、黒板に粗を
略轟しっ1、子供達の答をまった。敦夫型の子供達は終審を指しながら、右上眉といひ右下と
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いひ、左上肩といひ、左下と四通りにわかれた。どことも決定しかねて考へこんでゐる子供も
多い。私は別ゐ大量にある粗を観魚用に渡しながら、まも梼へた子供達に、それでは籾をこの
既のやうにおいて、そつと穀をはぎながら、今一度考へてみなさいと言ふ。子供達は指先・／J、
刀・針・鉛筆の先で籾皮をはづしながら、先生、先生と言ひ出じた。芽は此虞にあります。そ
れで枚の此虞から出ます。垂俺の閤方がMの考へに一致した。

それでは芽と株はどちらが充に出るだらう。
▲l　嬢が発に出ます。（ほとんど）
2　芽が先に出ます。

芽が先に出鼻といふ親方と、根が先に出るといふ人とゐますが、叛の立場から冨ふとどちら
か先に出た方が都合がよいでせう。

l　状が発に出て土あ中にはいって養分をとれるやうに患ってから、叛の中からさ養分を
とりもって、芽を出した方がよいと息ひます。1さうせんと芽だけ出てゐても水の中でこ
ろころ轄って大きくなれ皇せん。

Nの考へに常が同意する。

Ⅳ君。箕鱒に観察した事があわますか。
・冒視た事はありませんが、その方がよいと息払ます。

これはよい問題です。放任の旗と芽のどちらが先に伸びるかは、株の蒔き方に大轡開係があ
りますね。これは十分冒視察する事にします。
それではコップに水を入れて浸けませうか。
・先生。良い粗と悪い叛を選りわけてから、良い叛たけ浸けた方がよいです。

よしよし。ではどんな方箆で選りわけますか。
l　水の中に入れて浮ぶのは捨てます。

2　とうみであふいで軽い桂はとばします。
3　暖水を作って丁度軽い粗種が撰り別けられる位の控水でわけます。メ
4　手でよります。

これだけで基部です。一粒叫拉数へながら、良い程をわけませう。小さい疫先が動く。五十
粒の十分葦のはいつた叛と、十八粒の不十分な茸入りの叛とにわけた，

この叛はどの佗水を吸皐でせうか。はてと子供達は率をかしげた。
l　初めにはかつておいて鼻を出したら、その時水からあげて叉はかったら√水庖なんば
吸ったかが、その差をみればわかります。

2　0はさうだなあと、Fの考へにあひづちを打つ。

そこでFの分国に、水を吸ふ分量は種の種顆で異はないか。芽と萩はどちら．が先に出るかを
研究させる事にした。
五十粒が1・4gある。水温十五度。叛をコップにつけ経ってそつと見たら、白い丸いぶつぶつ

がいっぱい粗種に出来てゐた。


